
 

  
 
令和 8 年 薫風 
宗教法人龗神社(法霊山龗神社) 
代表役員 宮司 坂本 守正 
電話：0178-22-1770 
Mail：info@ogami-jinja.jp 

 
龗神社発祥夏季祭禮：八戸三社大祭 

 

提灯御奉賛のお願ひ 
 皆様に於かれましては益々御清祥のこととお慶び白し上げます。 
平素は法霊山龗神社の社務並び尊厳護持に格別なるご理解を賜はり、厚く御礼白し上げます。 

 
さて、龗神社発祥の夏祭り「八戸三社大祭」は、本年も例年どほり斎行される運びとなりました。 

 この大祭は三百有余年もの間、八戸の人々の想ひにより伝承され続け、形は様々変遷を遂げてきた
というものの、その祈りは未だ変はらず粛々と斎行され続けています。 
 
そこで皆様に於かれましては、今や八戸の誇りとして斎行されている本祭禮が龗神社におひても滞

り無く斎行され、郷土の振興へ大いに寄与できるやう、どうか其の想ひに御理解賜はり、此処に御奉
賛をお願ひ白し上げます。 
 
祭禮期間中、個人・法人・団体の種を問はず以下のやうに御神橙提灯を献橙頂く事で御奉賛頂ひて

おりますので、以下詳細をご確認頂きまして、御申込頂けますと幸ひに存じます。 
 

法霊山龗神社 宮司 坂本 守正 
 

金 額 10,000 円／張 製作費 10,000 円／張 （初回のみ） 
提灯種別 9 号長型(約 24cm×60cm) 口 数 １張～制限無し 
掲灯期間 7 月 31 日～8 月 4 日 場 所 駅通り側献橙台 
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※2 張以上の御協賛をいただく場合、1 つずつ別内容での製作も可能です。 
※データ入稿方法に関して不明な場合、お電話又はメールでご相談頂けますと幸いです。 



御奉賛のお申し込みにあたって 

 御奉賛のお申込は、別紙「法霊山龗神社献橙奉賛申込書」に必要
事項を全てご記入の上、神社までご提出ください。 

 申込書提出方法は、FAX・E-Mail 添付・直接社務所へ提出・龗神
社公式 instagram のダイレクトメールのいずれかでお願いします。 

 当社では、右記 QR コードより申込書(Excel 形式)をダウンロード
したものに入力したデータでの提出を推奨しています。 

 その他ご不明な点は神社までお問い合わせください。  

 

奉賛金の納入に関して 

 

 奉賛金の納付には、現金で直接神社に納付する方法
と、指定口座への銀行振込による納付との方法があり
ますので、申込書下部の「初穂料納付方法」欄にご希
望を御指定下さい。 

 現金での納付の場合、御希望があれば領収証を発行い
たしますのでお申し付けください。 

 領収証の摘要に関して、御社にて寄付の考えが強い場
合は「寄付金」、通行者や参拝者などに対する広告宣
伝の意味が強い場合は「広告宣伝費」などの摘要にて
発行いたしますので、その旨お知らせください。なお
摘要の科目指示に関しては、提灯原稿の製作指示記載
欄にお書きください。 

 

お問い合わせ並びに申込書ご提出先 

お電話 0178-22-1770 （8 時 30 分～17 時 30 分） 
E-Mail（問い合わせ・提出先） info@ogami-jinja.jp 
Instagram（問い合わせ・提出先） https://www.instagram.com/ogami_jinja/ 
FAX（問い合わせ・提出先） 0178-45-5448 
公式ウェブサイト（問い合わせ） https://www.ogami-jinja.jp/contact 
社務所（問い合わせ・提出先） 〒031-0075 青森県八戸市内丸二丁目 1 番 51 号 

 

お申込みとデータ提出の期限 

お申込み期限 7 月 5 日（過ぎる場合は事前にご相談ください） 
製作データ提出期限 7 月 10 日（校正完了は 15 日前後が目処になります） 
持込奉賛の場合の持込期限 7 月 26 日 18 時（申込書は 5 日まで事前にご提出ください） 

納付方法指定欄 



奉賛提灯献橙台（日中） 駅通り側からのイメージ 

 
※境内境界西角付近より本八戸駅及び城下方面(北側)を見た場合のイメージ 

 

奉賛提灯献橙台（日中） 境内駐車場側からのイメージ 

 
※境内駐車場から北西(本八戸駅及びユニバース)方面を見た場合のイメージ 

 
※なお、祭禮期間中境内は駐車場として使用せず祭具類が並んでおりますが、参拝者が提灯前を歩行
可能なスペースが残されています。 



奉賛提灯献橙台（夕方以降） 駅通り側からのイメージ 

 
※境内境界西角付近より本八戸駅及び城下方面(北側)を見た場合のイメージ 

 

奉賛提灯献橙台（夕方以降） 境内駐車場側からのイメージ 

 
※境内駐車場から北西(本八戸駅及びユニバース)方面を見た場合のイメージ 

 
※本八戸駅通りは複数山車組の帰還ルートになっている為、夜間帯は山車が全て還るまでの時間提灯
が点灯したままになります。 


